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薬局実務実習における 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対応 

 

日本薬剤師会 

1. 薬局実務実習の緊急事態宣言解除後の対応に向けて 

〇第Ⅱ期薬局実務実習を円滑に実施するために、薬学教育協議会（以下、薬育

協とする）は、緊急事態宣言が解除されたときから、速やかに薬局実務実習

（以下、薬局実習とする）を開始できるよう、事前に開始日等の調整を行う。 

 

○薬局実習開始日の候補は、解除される日までに予め幾つかの開始日をシミ

ュレートし都道府県薬剤師会及び受入施設に地区調整機構が周知する。 

 

〇全国統一の第Ⅱ期実習の開始を基本とするが、緊急事態宣言の状況により、

地区別に開始日を変更することも考慮する。 

 

〇緊急事態宣言の状況から地区調整機構単位において第Ⅱ期薬局実習開始日

の統一が難しい場合、都道府県単位で異なる開始日となることも想定される。 

 

〇今後の第Ⅱ～Ⅳ期病院・薬局実習の開始日は、同日に開始されることが望

ましいが、困難な場合は開始日が異なることも想定される。 

 

○薬局実習開始日・日程の都道府県単位での変更については、地区調整機構

が傘下の大学と協議し、具体的対応策を都道府県薬剤師会及び受入施設に実

習開始前に周知する。 

 

○地区を超えたふるさと実習を行う場合、受け入れる地区調整機構の実習日

程に合わせて実習を実施する。 

 

2. 薬局実習のあり方と期間 

〇薬局実習を実施する際には可能な限り参加体験型で行う。 

 

〇薬局実習の実施期間については、原則１１週間とする。（原則論） 

 

〇仮に第Ⅱ期薬局実習が６月上旬までに開始され、且つ実習途中での中断（二

次流行による緊急事態宣言等）がない場合には、原則論のとおり薬局実習を

１１週間実施する。 

(例) 本来の実習日程の一部変更 

第Ⅰ期 2020年 2月 25日（火）～5月 10日（日） 
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第Ⅱ期 2020年 6月 1日（月）～8月 16日（日）  

 一部変更：開始日が本来の開始日より 1週間遅れるため、終了日も 1週間 

遅らせています。   （本来は 2020年 5月 25日（月）～8月 9日（日）） 

第Ⅲ期 2020年 8月 24日（月）～11月 8日（日） 

第Ⅳ期 2020年 11月 24日（火）～2021年 2月 14日（日） 

＊第Ⅰ期実習の中断・中止の補講日程：第Ⅳ期を利用する。 

 

〇仮に第Ⅱ期実習が６月上旬までに開始できない場合、又は実習途中での中

断となる場合を想定し、地区調整機構は事前に 11 週間の実習日程を確保す

るための対応策（週６日実習、実習期の延長等）を検討し開示すること。 

(例)  日程の変更 

第Ⅰ期     2020年 2月 25日（火）～ 2020年 6月 7日（日） 

      [中断（4/8～5/6 、4/17～5/6）により第Ⅰ期期間が延長している] 

臨時第Ⅱ期   2020年 6月 15日（月）～ 2020年 8月 30日（日）    

臨時第Ⅲ期   2020年 9月 7日（月）～ 2020年 11月 22日（日）   

臨時第Ⅳ期   2020年 11月 30日（月）～ 2021年 2月 21日（日） 

＊ 臨時第Ⅱ期と臨時第Ⅲ期の間は1週間 

＊ 臨時第Ⅲ期と臨時第Ⅳ期の間は1週間（なお臨時第Ⅳ期には、12/28～1/3

の正月休みの1週間を含む）。 

 

〇期間は原則論で１１週間であるが、前項の場合を想定し、１週間の実習時

間を延長する（週４４時間等）等の対応策により、１１週間と同等の時間を

９～１０週間で実施することを検討する。 

 

〇仮に第Ⅱ期実習が６月上旬までに開始できない場合、又は実習途中での中

断（緊急事態宣言等）があった場合であって、上記のどの対応策でも適応で

きない場合、地区調整機構の統一見解の基、止む無く薬局での実務実習の期

間を短縮することもある。 

 

〇この場合、薬局での実務実習を可能な限り長く実施し、残りの実習につい

ては大学が責任を持って課題を与える等により補完するものとする。 

 

〇薬局での実習期間を短縮する場合の短縮期間や大学が行う補完方法に関し

ては、薬育協はじめ薬学関連機関で協議の上、その基準を別に定める必要が

ある。 

 

3. 第Ⅰ期の中断となっている薬局実習への対応について 

○第Ⅰ期の中断となっている薬局実習の補完について、可能な限り参加型の

薬局実習を行うことが望ましいため、補完日程の調整を大学が当該薬局と直

接行うことは認めず、当該地区調整機構を通じて調整する。 



3 

 

 

○第Ⅰ期の中断となっている薬局実習の期間によっては、再調整が必要とな

ることも考えられる。この場合も当該地区調整機構を通じて調整する。 

 

4. 新型コロナウイルスの感染対策について 

〇薬局実習を実施する際には、感染のリスクを最小限に抑えるよう工夫し、

当該薬局の新型インフルエンザ等感染対策ＢＣＰに沿うものとする。 

 

〇薬局実習期間中に当該薬局の内部（職員や実習生）において感染者が発生

した場合には、当該薬局は速やかに、大学や薬剤師会等に連絡し、関係当局

の指導に従い、最善の対処を施すものとする。 

 

以 上 


